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着付け教室で
は月に１回、
着物を着てお
出かけ♪
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火の川

【写真提供：清流氷川流水対策協議会さま】
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氷川にアユを放流する子どもたち

昼食を美味しそうに食べる子どもたち

【写真提供：東陽支所さま】

芦北町田浦の海水浴場からスタート♪

エネルギッシュで多彩なパフォーマンス

エネルギッシュで艶やかなパフォーマンス♪
本業は氷川町の情報発信＆ブランド確立のサポート

ヘルスメイトが、昼食提供
東陽小学校学童保育

８月４日、東陽地域福祉保健セン

ターで、東陽小学校学童保育の子ど

もたちへ昼食の提供があった。この催

しは、講習を受講し登録された東陽町

のヘルスメイトが、夏休み期間中に計

４回ボランティアで実施したもの。

初日は、２５名の児童と学童支援員

へナポリタン、ポテトサラダ、スイカが

振舞われた。子どもたちは美味しそう

に平らげ、おかわりする子もたくさん見

られた。

いわっちょの面白写真 ～空港のベルトコンベアが変！～
島根県の米子鬼太郎空港の利用者を出迎えるのは、目玉おやじ殿。さら

に、大分空港と富山空港のベルトコンベアは、回転寿司モードです('◇')ゞ
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◆熊日杯第20回東陽支部ＧＧ大会

９月７日、東陽運動公園で開催され、

成績は以下のとおり。

【上位入賞者】（敬称略）

１位：隈部圭一郎、２位：中村富雄、３

位：村島 忠、４位：前田マサエ、５位：

畑中孝二、６位：瀬高正美、７位：黒田

アイ子

氷川の生き物を学ぼう♪
清流氷川流水対策協議会

高松安国先生の説明を受けた後、氷

川に移動。生き物の採集やアユの放

流を行い、定住センターに戻り生き物

の観察や水質調査を行った。

参加した子どもから、「川に色んな生

き物がいることが知れておもしろ

かっった。アユの放流を初めてしたの

が楽しかった」との声が聞かれた。

８月６日、２級河川「氷川」の体験学

習会が東陽定住センター及び近隣の

氷川の河原で開催され、氷川流域在

住の親子７組２０名が参加した。

この学習会は、氷川流域の環境保

全に向けた取り組みの一環として、未

来を担う子どもたちに現在の氷川の

様子を知ってもらうことを目的に、清流

氷川流水対策協議会が企画したもの。

参加した子どもたちは、講師である

８月２０日から２泊３日の日程で、第３回ガ

キ大将キャンプを行い、県外の５名の子ども

を含む１８名が参加した。㈱氷川のぎろっ

ちょの主催。

天候に恵まれ、海・川・山プログラムを無

事終えたが、今後はみんなでふりかえりを

行い、来年へ向けて課題を検討する。その

前に、私が印象に残ってることを紹介する。

◆あの恐ろしいバスの件

キャンプで一番印象に残っていることは、

きもだめしがとても涼しくて楽しかったことだ。

夜の山道を歩いている途中に街灯があり、

ピカピカと点滅していたり後ろに気配がした

り、鳥肌が立ってとても怖かった。

真っ暗闇の中、無事に戻って来ることがで

きて安心した。小学生も怖がっていたが、勇

気を出して歩いている子もいた。大学生は

怖くないと言っていたけど、あまりにも真っ

暗で、もう一回行きたい人と一緒に行った。

何か出そうな山道にあるバスで、いろんな

人がびびっていたことがとても印象的だっ

た。本当に出るかもしれない！と考えてしま

うことが、時々あったのだ。

【氷川中１年：清永愛未】

海・川・山で自然を満喫♪
第３回ガキ大将キャンプ

「火劇屋 テリー」の名で炎のパフォーマンスをする本田照美氏は、2020年

春に新潟市から家族で氷川町南鹿野にUターン。パワフルで、笑顔が素敵な女

性だ。これまでの経緯や、現在のさまざまな活動について話を聞いた。

■家族でUターンされた理由は？

【本田】子どもの頃は田舎が嫌いで早

く出たかったのですが、両親が心配

になり、一人娘なのでいつか帰りたい

なと。そして夫の理解もあり、長男が

小学生になる時に戻って来ました。

■パフォーマンスのきっかけは？

【本田】サッカーやスノーボードをやっ

ていましたが、ケガが続いてアスリート

を諦めた時、たまたま炎のパフォーマ

ンスを見て、そのエネルギーに感動し

たんです。それから独学で勉強したり

SNSで知り合った人と技を教え合った

りして、長岡市の仲間と３人で火劇屋

を結成しました。

■印象的だったパフォーマンスは？

【本田】新潟時代に、氷川町商工会青

年部のボタニカルマーケットをＳＮＳで

見て、頑張っておられるな！と思って

いたら、昨年出演依頼があり、嬉し

かったですね。コロナが少し治まり、

現在は月に２～４回ペースで、テリー

ちゃんと呼ばれることが増えました。

■現在のお仕事は？

【本田】Ｕターンとほぼ同時に、道の

駅竜北のWeb担当としてホームペー

ジやSNSの更新、通販サイトの制作。

また、イベント企画やチラシの作成な

どもやっています。

実は、新潟にいる時、冬場は新鮮な

野菜が少なくて、母が送ってくれる野

菜をご近所へおすそ分けしていまし

た。すると、「こんな野菜が食べられる

なんて、幸せね♪」と。そんなこともあ

り、農家とつながって農産物を自慢し

たい！という強い思いがありました。

目標は、氷川町のポテンシャルを全

国に発信し、氷川町ブランドの確立を

お手伝いすることです。

■月に１回、着物でお出かけ♪をフェ

イスブックで拝見していますよ(笑)

【本田】家にある着物を着れる女性に

なりたくて、１２年前に新潟で資格を

取得。現在、着付け教室には８人の

生徒さんがおられ、月に１回出かけて

います。着物姿は歳を重ねてもきれ

いで、着物を着て出かけると気分が違

いますね♪そして人から声をかけられ

て、笑顔になるんですよ(笑)

■炎のパフォーマンスと、着付け教室

の問合せ先を教えてください。

【本田】インスタグラムとフェイスブック

をやっていますので、下記のQRコー

ドからアクセスしていただけると嬉しい

です。



　

　

５期生が選んだE班へぎろっちょ賞を進呈（左）、５期生が各自作成した企画をプレゼン（右） 2024年3月に運行を終了するSL人吉

　　博物館「網走監獄」 広大な牧場の説明を受ける中学生 ハロウィン飾りを検討中

ファーストペンギンになる(50)
度胸付いた!大学生顔負け?のプレゼン

第10回全国大学生政策アカデミーに参戦♪
先日、大宮駅（さいたま市）の改札内にあ

る「大宮横丁」というフードコートで夕飯を

取った。内装や小物などが、昭和の大衆食

堂・居酒屋を想起させるデザインになって

いて、全国のさまざまなご当地グルメが提

供されているというので、物珍しさに、秋田

の横手焼きそばを注文した。

料理の味はともかく、僕が気に入ったのは、

券売機の隣に置いてあったピンク色のダイ

ヤル式電話である。僕の場合、10歳ぐらい

まで父方の祖父母宅にダイヤル式黒電話

が置いてあった記憶があり、実際に回して

掛けたこともある。懐かしくなって、料理を

待つ間、ダイヤルをぐるぐる回してみた。

◆SL人吉、運行を終了予定

古い時代のモノほど長寿命である。例え

ば、蒸気機関車。環境面やコストの面で、

観光用を除いてはとうの昔に時代遅れに

なっていたSL。SL人吉も、老朽化により

2024年3月で終了すると聞いている。

2020年の豪雨災害前に一度、人吉・八代

間に乗車したことがある身としては大変残

念だが、それ以上に驚いたのは、1922年製

で今年101歳になるということだ。現代人の

メインの移動手段・自動車は、「10年が寿

命」というのが相場である。その点、部品の

修理やメンテナンスを頑張れば一世紀以

【彩の国から～人と地球のための新・幸福論⑰】
「50年持つ黒電話」VS「何でもできるが短命のスマホ」

～鈴嶋克太（子ども記者OB）～

上も働けるSLは、大変優秀だと言える。

普段仕事でスマフォ・PCの両方で使って

いるSNSアプリが、つい最近、自分のスマ

フォ（現在5歳11か月）に対応しなくなってし

まった。これでは、移動中・外出中にPCを閉

じてしまうと、急な連絡に反応できず、困っ

たことになった。

◆寿命の目安

スマートフォンの寿命（能力の限界＝買い

替え時期の目安）は3～5年とされるらしい。

日々高度化するソフト（OS）にハード（端末）

の能力が追いつかなくなる目安が5年程と

いうことのようである。

僕のスマフォは、既に目安の寿命を超え

ているから、仕方ないと言えば仕方ない。し

かし、「50年持つように」という合言葉で作ら

れたという黒電話とは、10倍も寿命が違う。

せめて10年ぐらいは使えるようにして欲しい

ものだ。

物を長く使う僕の性格上、買い替えるつも

りはない。ここは思い切って「移動・休み中

は仕事上の連絡を気にしない」と割り切れ

ば、多少不便でも精神的にはより豊かにな

れるだろうか。

北海道の大自然と悲しき歴史を学ぶ♪
～ふれ愛・スタディin大空町レポート1/2～

８月２５日から３日間、氷川町まちづくり情

報銀行で第１０回全国大学生政策アカデ

ミーが開催され、大学生１２名、氷川町職員

１０名、まちの課題解決・探究コース３期生２

名が参加した。今回のテーマは「氷川町の

農産物」で、５チームがトマトやバンペイユ

などの商品開発や販売戦略を提案した。

◆初プレゼン～原稿を見ず、人を見る

そんな中、私たち５期生は２日めの中間報

告後に、先輩のアドバイスを受けながら作

成した企画書のプレゼンを行った。与えら

れた時間は１人３分。企画書や原稿はなる

べく見ず、会場の人たちを見ながら話した。

広報部次長の私は、自己紹介や会場へ

の投げかけを意識した。大学生が私の自慢

に対して「わー」などのリアクションをしなが

ら拍手をしてくれて、自分らしさを出しつつ

楽しみながら発表することができた。

また、発表の後にインスタグラムのアカウ

ントに「いいね」やフォローをたくさんの人が

してくれて、広報部として少し有名になれた

気がして嬉しかった。

◆初の審査員～見て、聞いて学ぶ

３日めは５チームのプレゼンがあり、私はC

班の発表がとても心に残った。バンペイユ

の魅力を伝えるために、味や皮に加え、香

りの強い花もアピールするのが特徴だ。県

外の人の目線になってあえて加工品にする

のではなく、本来の味や匂いを楽しむことが

できる企画だった。

また、宮崎大学地域資源創成学部の根岸

教授（副学部長）の記念講演では、世の中

や身の周りのことに問いなどの疑問を持つ

ことで、その物事に対してより深く考えること

ができる！と改めて学ぶ機会となった。

その後、懇親会にも参加して楽しく交流し、

表彰式では私たち５期生が選んだEチーム

に「ぎろっちょ賞」を進呈した。

【田浦中１年：田辺眞子】

★各プレゼン内容は、10・11月号に掲載。

土曜日の定例学習会の学びのふりかえり、そして表現力

アップを目指し、５期生が毎月の学びをまとめて紹介する。

今回は、8月の学びby川口まとい（氷川中１年）♪

５期生の学

びのまとめ

【宮崎大学根岸ゼミ生の声】

・５期生の堂々とした発表、そして積極的に

意見や感想を述べる姿が素晴らしく、色々と

勉強になることも多くあった。

・年代の違う方々との交流がこんなにも素

晴らしく、刺激的な事を改めて感じた。次年

度は、中学生と一緒に企画書作成からプレ

ゼンまでやってみたいと思った。

◆３年越しの北海道研修

７月２７日から４泊５日の日程で、

氷川町ジュニアリーダーとして「ふ

れ愛スタディin大空町」研修に参

加した。2020年から３年間、コロナ

禍で研修が中止となり、私も参加

できず。今回、参加する機会を与

えてくださったことに本当に感謝し

ている。

行く前は、初めての北海道行き

に緊張と楽しみでいっぱいだった。

目的は中学生同士の交流である

が、私自身多くのことを学んだ。同

行した先生方や、受け入れてくだ

さった大空町の方々との交流をは

じめ、沢山の方々とお話をさせて

いただいただき、とても貴重な経

験となった。

◆北海道の自然と歴史

この研修により、熊本と北海道が

こんなにも歴史や地理、そして文

化が違うということを改めて肌で感

じ驚いた。私は、動物たちののび

のびとしながらも厳しい自然の中

で生きる姿、北海道に住んでいた

多くの人々が守ってきた自然の景

色など初めての光景、経験にとて

も感動した。

資料館での資料、ガイドさんの

お話を聞き、実際に見て触れて考

えて、多くのことを学んだ。一部分

ではあるが、少しだけ皆さんに紹

介したいと思う。

北海道の地名は、そのほとんど

がアイヌ民族の言葉が基になって

いる。アイヌ民族の人々が作り上

げてきた文化や、差別され民族と

しての誇りを傷つけられた悲しい

歴史は、多くの人が小中学校で学

んできたことだと思う。

さらに、北方領土の択捉島、国

後島、色丹島、歯舞群島の四島の

領土問題、網走監獄に収容され

た囚人や看守が命をかけて中央

道路を作ったことなども聞いたこと

がある人が多いだろう。しかし、百

聞は一見に如かずの言葉通り、事

前に学習していたことよりも、もっと

つらく悲しい現実があった。

これまで生きてきた人たちが、ど

んな思いをして努力をしてきた

か？すべて理解することは今の

私たちにはできないが、これまで

起きた歴史を深く学ぶことができ

た。過去があったからこそ、今が

ある。歴史を生き、今を作ってき

た人々に感謝を忘れず、伝え続

けていくべきである。そして、未来

について考えるために、もっと勉

強したいと思った。

【八代清流高校２年：稲本美聖】

ハロウィンの飾り付けを検討中

ぎろっちょ縁道プロジェクトでは、

８月下旬からハロウィンへ向けて

飾り付けを検討中。概ね４種類の

デザインで、９月２３日の実行委

員会で議論し、１０月下旬に衣装

を着て飾り付けを行います。


